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　７月 23 日、ＪＲ九州の観光列車「36 ぷらす
3」が運行 39 周目を迎え、停車駅の大隅大川原
駅で 39（サンキュー）イベントが行われました。
　ホームではそお星人や薩摩剣士隼人がお出迎
え。曽於高校生による花の寄せ植えと豚・鶏・
牛みそ缶詰や生徒が発案したお菓子「あくドラ」
の販売のほか、市内の飲食店などが出店しまし
た。乗客は 50 分間の滞在を楽しみました。

観光列車運行39周目に感謝イベント3
　末吉製茶工房がフランスで開催されたジャパ
ニーズティー・セレクション・パリ 2020 の煎
茶普通蒸し部門に出品した「郷

ふるさと

里の華
はなまついん

松印」が
金賞・最優秀賞を受賞しました。その他部門で
は「馨

かぐわ

し」が銀賞を受賞しダブル受賞となりま
した。代表の又木健文さんは「受賞できて嬉し
い。飲んでくれる方が美味しいと感じるお茶を
これからも作っていきたい」と話しました。

末吉製茶工房フランスで最優秀賞4

　７月１日、曽於保護区保護司会と曽於市更生
保護女性会が市長室に来庁し「第7１回社会を
明るくする運動」における内閣総理大臣からの
メッセージ伝達を行いました。
　この運動は犯罪や非行の防止と更生について
理解を深め、安全で安心な地域社会をつくるこ
とを目的としており、罪を犯した人の立ち直り
を支える地域づくりが期待されます。

社会を明るくする運動を実施1
　７月 20 日、国際協力機構（ＪＩＣＡ）の海
外協力隊員として平成 31 年４月から一年間メ
キシコで活動を行った末吉町の山中昇さんが来
庁されました。現地で機械工学の技術を教えた
山中さんは「新型コロナウイルスの影響で派遣
期間が１年短くなったが、技術指導だけではな
く日本のことを知ってもらうことができた」と
活動を報告しました。

メキシコでの協力隊活動を報告2

まちのわだい

まちのわだい
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　７月24日、末吉町檍神社の例祭に
篠笛奏者の瀬戸口留美子さんと末吉
鬼人太鼓団長の隈元一九さんが美し
い奉納演奏を披露しました。

檍神社で奉納演奏5
　大隅支所の玄関前に植えられている
ソテツの雄花 2 輪が咲きました。開花は
10 年に一度と言われ、淡い茶色で円柱
形の花が力強く咲いていました。

ソテツが貴重な開花6

　８月４日、令和３年度第１回曽於市
肉牛枝肉共励会が開催されました。
最優秀賞一席「市長賞」㈲ダイユー第２農場（末吉町）
最優秀賞二席 ㈱加治佐畜産（末吉町）
最優秀賞三席 ㈱末吉元気牧場（末吉町）

曽於市枝肉共励会の開催9
　溝ノ口洞穴が国の天然記念物に指
定されたことを記念して（一社）曽於
市観光協会が「溝ノ口まんじゅう」の
販売を開始しました。毎週日曜日に
溝ノ口洞穴で販売されます。

溝ノ口まんじゅうを販売開始10

　給食がない夏休み期間、困窮世帯の
子どもへ食糧支援を行うフードバンク
そお。この企画に賛同した末吉町の社
会福祉法人めぐみ会が、７月27日に
カップ麺360個を寄附しました。

こども応援プロジェクト7
　８月３日、フードバンクそおは寄
附を活かし、生理用品を用意すること
が困難な生徒・児童を支援するため、
生理用品 36 袋とウエットティッシュ
600 個を教育委員会へ贈呈しました。

生理の貧困を支える8
社会福祉法人めぐみ会の徳留理事長（右）フードバンクそおの水流会長（左）

財部町にある喜楽食堂の佐
澤ヨシ子さん。創業当初から
58 年間お店に立ち続けていま
す。エプロンと三角巾が似合っ
ていて笑顔が素敵でした。【関
連記事】8 ～ 9 ページ
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